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研究背景
近年、人間関係が希薄な時代となり、その
動きは大人だけでなく、今では小学生や就学
前児にまでその影響が及び、匚人とかかかる
力が弱くなっている」とさえいかれている。
学校現場では、自己中心性や社会欠如、いじ
めや不登校、倫理観の変容などが問題視され
ており、これら諸問題の一要因に、児童生徒
が対人関係をうまく結んだり発展させたりで
きないことが挙げられている（松尾、2002 ；
渡辺、2000）。
このような状況に対し、構成的エンカウン
ター・グループ（以下ＳＥＧ）や構成的グルー
プエンカウンター（以下ＳＧＥ）といった心
理的手法による介入が有効であるといわれる。
これらを学級活動に取り入ることで、生徒相
互の心理的な結びつきを強めたりすることに
対して好影響を及ぼし、学級の凝集性を高め、
教育効果を上げることにつながる。
しかしながら、このようなＳＥＧやSGE
を用いた介入研究は、小学生以上の対象では
多く見られるが、就学前児を参加者とした研
究 はあまりされてこなかった（野島・坂中、
1998)。
そこで、 本研究では先行研究 （福本ら、
2006 ； 福本ら、2008）に統制群を加え、クラ
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スの凝集性を遊び介入によって高めることで、
遊び介入が保育園児へ与える感情の変化や、
クラスの凝集性を質問紙調査で捉え、 分析
する。
方法
対象者：年長組の保育園児２クラス、１組
22名（男子ｎ名・女子ｎ 名）、２組24名（男
子10名・女子14名）を対象とした。
手続き：週に１度、約1時間程度を目安に
実施される遊び介入にあわせて、園児に園児
用基本的感情尺度の記入を遊び介入前に依頼
した。その後、ｓＧＥなどに基づき、実験者
が提供する遊び介入を実験者がファシリデー
ターとなり一緒に行った。
遊び介入終了後、再度園児に園児用基本的
感情尺度と園児用凝集性尺度の記入を依頼し
た。これを週に１セッション２ヶ月間（ｎ、
12月）、計５セッション実施した。 その後の
２、３月は、遊び介入を行わず、同じ時刻に
園児用質問紙のみに記入を依頼した。また、
クラス担当の保育土には、調査開始時とその
後毎月月末に、保育土用質問紙の記入を計５
回依頼した。
２組は、ｎ、12 月は遊び介入を行わず、園
児用質問紙のみ実験群と同じ時刻に記入を依
頼した。その後の２、３月は、フォローアッ
プとして、実験群と同様の遊び介入と園児用
質問紙の記入を、週に１セッション２ヶ月間
（ｎ、12月）、計５セッション実施した。また、
クラス担当の保育土には、調査開始時とその
後毎月月末に、保育土用質問紙の記入を計５
回依頼した。
場所：奈良県にあるＡ保育園で実施
実験期間:2008 年ｎ月から2009年３月まで
(2009年１月を除く）の金曜日、 ４ヶ月間行
う（ｎ ・12月は１組が実験群、２・３月は２
組が実験群となる。統制群のときは質問紙の
みを行う）。
質問紙：園児用基本的感情尺度はEkman
(1987) の基本的感情を参考に６項目 ４件法
で作成した。
園児用凝集性尺度は高橋ら（2005）が作成
した集団体験の認識に関する項目を参考に、
３項目２件法で作成した。
保育土用凝集性尺度は、高橋ら（2005）が
作成した集団体験の認識に関する項目を参考
に、３項目Visual Analogue Scale （ＶＡＳ）
で測定した。
結果と考察
11月から12月の期間で１組と２組を比べる
ために、クラスとｎ月から12月までの５セッ
ションの凝集性について２要因の分散分析を
行った。
その結果、クラスの主効果は有意であった
CF(l,44)=9.14,p<｡01.)。 ま た、 ク ラ ス と
セッションによる交互作用は有意でなかった
CF(4,44)=0.95ぶ.s.)。
このことから、クラスによって元々の凝集
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Fig. 1　凝集 性得点（平均）の 推移
性も異なり、遊び介入を行ったとしてもクラ
スによって反応が大きく異なるということが
示唆された。これはクラスの雰囲気や保育士
との関わり方、園児同士の関係性がどの程度
形成されているのかなどが凝集性に大きな影
響を与えているのかもしれない。
Fig. 2に保育士による凝集性得点の推移を
示す。 Fig. 2によると、 １組では遊び介入を
始めた１回目から４回目にかけ、得点が増加
し、それ以降遊び介入をしなくなると得点加
減少した。　２組では遊び介入を行っていない
３回目と、遊び介入を行った６回目で得点が
増加した。　しかしながら、保育士の視点から
遊び介入の効果は見出すことはできなかった。
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これは保育園という性質上、保育園の行事
が数多くあり介入日数の確保が困難であった
こと、行事自体が園児の凝集性に大きく関与
していることなど、要因統制ができにくいこ
とが挙げられる。これらを完全に統制するこ
とはできないが、行事の少ない期間や介入日
数を増やすことでより質の高い研究となるの
ではないだろうかと考える。
遊び介入前と後で基本的感情に変化が見ら
れるかを調べるため各項目に対して、遊び介
入前と遊び介入後で分散分析を行ったが、園
児たちの基本的感情は遊び介入による明確な
変化はみられなかった。
園児の凝集性と基本的感情、基本的感情間
で相関を調べた。その結果、凝集性と基本的
感情との間に明確な関走歐はみられなかった。
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